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情
報
戦
と
は
、
味
方
の
情

報
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
を
防

護
し
、
か
つ
敵
の
情
報
及
び

情
報
シ
ス
テ
ム
を
攻
撃
・
攪

乱
・
妨
害
す
る
敵
味
方
相
互

の
情
報
活
動
で
あ
る
。
外
務

省
は
２
０
２
３
年
度
予
算
の

概
算
要
求
で
情
報
戦
へ
の
対

応
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
関

し
、
正
誤
判
断
の
難
し
い
多

く
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
流
れ
る
な
ど
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
国
際

情
勢
の
分
析
能
力
強
化
に
関

し
て
予
算
を
拡
充
す
る
方
針

と
い
う
。

　

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
う

情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
情

報
量
だ
け
で
は
な
く
、
情
報

の
質
や
正
確
性
が
重
要
で
あ

り
、
獲
得
し
た
情
報
に
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
分
析

す
る
こ
と
が
大
切
と
い
え

る
。
情
報
の
収
集
・
分
析
は

古
く
か
ら
重
視
さ
れ
、
孫
子

や
織
田
信
長
も
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
戦
略
的
に
生
き
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
情
報
化
社
会
で

は
、
医
学
の
分
野
に
お
い
て

も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
関
わ
る

新
技
術
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
飛
躍
的
な
発
展
に
伴

い
、
多
く
の
知
見
が
見
出
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
の
導
入
に
よ
り

個
々
の
疾
患
に
お
け
る
遺
伝

子
変
異
な
ど
が
同
定
さ
れ
、

最
適
な
個
別
化
医
療
が
実
現

し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
深
層

学
習
に
よ
る
Ａ
Ｉ
研
究
の
進

歩
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
、
種
々
の
領
域
に
お
い

て
新
規
診
断
法
や
治
療
法
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
臨
床
現
場
へ
の
利
用
も

増
々
進
ん
で
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
心
理
学
的
な

「
病
は
気
か
ら
」
を
前
向
き

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
健
康

が
増
進
し
寿
命
が
延
び
る
こ

と
を
示
唆
す
る
研
究
成
果
も

多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
病
気
に
苦
し
む
人
に

直
接
向
き
合
い
そ
の
人
そ
の

も
の
を
診
る
こ
と
の
大
切
さ

を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
今
後
認
知
科
学
に
お
け

る
人
と
人
の
心
が
ど
の
よ
う

に
通
じ
て
い
る
か
を
解
き
明

か
す
更
な
る
研
究
成
果
に
も

期
待
し
た
い
が
、
や
は
り
膨

大
な
情
報
解
析
・
新
技
術
の

革
新
的
な
進
歩
と
伝
統
的
な

心
と
心
の
通
じ
合
う
医
療
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
患
者
に

と
っ
て
最
善
の
医
療
を
実
現

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　

病
理
学
講
座

�

下
田
将
之　

79
回
）

信濃町を中心とした慶應義塾の
イノベーションの取り組みと
アンケート実施について

秋
の
叙
勲 

受
章
者
一
覧

瑞
宝
中
綬
章

深
井 

志
摩
夫（
外
49
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　
（
独
）国
立
病
院
機
構
茨
城
東
病
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学（
呼
吸
器
）客
員

教
授

藍
綬
褒
章

相
澤 

好
治（
内
50
回
）

〈
労
災
医
員
功
績
〉

厚
生
労
働
省
中
央
労
災
医
員

北
里
大
学
医
学
部
衛
生
学
名
誉
教
授

（
公
社
）全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
会
長

（
一
社
）産
業
保
健
協
議
会
理
事
長

瑞
宝
小
綬
章

木
実
谷 

哲
史（
児
56
回
）

〈
社
会
福
祉
功
労
〉

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
会
長

瑞
宝
双
光
章

勝
見 

裕
介（
耳
48
回
）

〈
学
校
保
健
功
労
〉

学
校
医

勝
見
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
院
長

瑞
宝
小
綬
章

松
原 

四
郎（
神
経
内
科
51
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　

東
京
都
立
神
経
病
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学（
神
経
）講
師

（
非
常
勤
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
金
）よ
り
1

月
4
日（
水
）の
間
、休
診
と
な
り
ま
す
。

病
　
院
　
長

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催第
27
回

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
1
つ
で
あ
る
。
今
年
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
し
た
ペ
ー
ボ
博
士
（
第
21

回
慶
應
医
学
賞
受
賞
）
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
に
本
賞
受
賞

者
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

を
９
名
輩
出
し
て
お
り
、
国

内
外
か
ら
の
注
目
は
大
き
い
。

　

令
和
4
年
11
月
28
日
、
第

27
回
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
で

あ
る
カ
ー
ル�

Ｈ.�

ジ
ュ
ー
ン

博
士
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大

学
医
学
部
教
授
（
米
国
））、

河
岡
義
裕
博
士
（
国
立
国
際

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所

国
際
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
特
任
教
授
）
を

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎

え
、
慶
應
医
学
賞
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
、
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
た
。
海
外
受
賞
者
を
北
里

講
堂
に
お
迎
え
で
き
た
の
は

令
和
元
年
以
来
、
実
に
３
年

振
り
の
こ
と
と
な
っ
た
。
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
も
と

会
場
に
は
限
ら
れ
た
参
列
者

の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
そ
の
様
子
は
同
時
配
信

さ
れ
、
世
界
中
の
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
に
ご
視
聴
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
本
年
よ
り
医

学
賞
式
典
の
進
行
は
英
語
で

執
り
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

同
日
午
前
中
に
は
式
典
に

先
立
ち
、
医
学
部
学
生
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
に
よ
る
受
賞
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
受
賞
者
と
の

昼
食
会
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
堂
々
と
し
た
対

応
は
、
慶
應
医
学
部
生
の
高

い
国
際
性
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

と
な
り
、
受
賞
者
も
大
い
に

感
心
さ
れ
て
い
た
。

　

授
賞
式
は
慶
應
義
塾
ワ
グ

ネ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
よ

り
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
な

か
、
金
子
祐
子
教
授
の
司
会

進
行
に
よ
り
開
会
さ
れ
た
。

先
ず
、
塩
見
春
彦
審
査
委
員

長
か
ら
審
査
報
告
と
受
賞
者

紹
介
が
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ン

博
士
は
「
新
し
い
免
疫
治
療

戦
略
と
し
て
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ

細
胞
療
法
の
開
発

Development�of�CAR-T�
Cell�Therapy�as�a�Novel�
Im

m
unotherapeutic�

Strategy

」
に
よ
っ
て
、
河

岡
博
士
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

感
染
症
の
制
圧
を
目
指
し
た

ウ
イ
ル
ス
病
原
性
の
解
明�

Understanding�Viral�
Pathogenicity�for�the�
Control�of�Pandemic�
Infectious�Diseases

」
に

よ
っ
て
、
審
査
委
員
13
名
と

学
内
外
89
名
の
専
門
家
に
よ

る
厳
正
な
審
査
を
経
て
選
出

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

続
い
て
伊
藤
公
平
塾
長
か

ら
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
賞
金
の
目
録
が
授
与
さ

れ
た
。
伊
藤
塾
長
は
両
博
士

の
功
績
を
称
え
、
こ
の
賞
の

意
義
に
つ
い
て
「
こ
れ
を
受

賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る
と

同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
文
部

科
学
省
か
ら
簗
和
生
文
部
科

学
副
大
臣
、
米
国
大
使
館
よ

り
レ
イ
モ
ン
ド�

Ｆ.�

グ
リ
ー

ン
首
席
公
使
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
受
賞
者
か
ら
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
ジ
ュ

ー
ン
博
士
よ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐

Ｔ
細
胞
療
法
が
、
今
や
人
類

の
死
因
の
第
一
位
と
な
っ
て

い
る
悪
性
腫
瘍
の
免
疫
治
療

法
と
し
て
臨
床
確
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
効

果
は
持
続
的
で
あ
り
、
様
々

な
病
気
に
対
す
る
治
療
法
と

し
て
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
こ
の
細
胞
療
法
の
科
学
的

起
源
を
最
初
に
発
見
し
た
の

は
日
本
の
研
究
室
で
あ
り
、

基
礎
医
学
研
究
の
重
要
性
を

説
か
れ
た
。
最
後
に
、
同
伴

さ
れ
た
夫
人
の
リ
サ
・
ス
パ

イ
カ
ー
博
士
、
ご
家
族
、
そ

し
て
治
験
に
協
力
し
て
く
れ

た
多
く
の
患
者
さ
ん
へ
感
謝

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

次
に
河
岡
博
士
か
ら
の
ご

挨
拶
で
は
、
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
、
恩
師
、
そ
し
て
共
同

研
究
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
本
賞

受
賞
は
研
究
に
携
わ
っ
た
す

べ
て
の
人
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
謙
虚
に
語
ら
れ

た
。
ま
た
研
究
者
の
自
分
を

理
解
し
、
献
身
的
に
支
え
て

く
れ
た
ご
家
族
に
感
謝
の
お

言
葉
が
あ
っ
た
。
最
後
に

「
サ
イ
エ
ン
ス
を
追
求
で
き

る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、
何
か
新
し
い
こ

と
を
発
見
す
る
よ
り
も
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
こ
と
は
そ

う
な
いScience�is�a�great�

career�and�there�are�few�
things�more�exciting�than� discovering�something�

new.

」と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
、
金

井
隆
典
医
学
部
長
に
よ
る
挨

拶
か
ら
始
ま
っ
た
。
両
博
士

の
貴
重
な
講
演
を
聴
く
た
め

世
界
中
か
ら
多
く
の
参
加
者

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
い

た
だ
い
た
。
Ｑ
＆
Ａ
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
研
究
者
、
教

員
、
学
生
か
ら
の
積
極
的
な

質
問
が
あ
り
活
発
な
も
の
と

な
っ
た
。

　

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
執
り
行
わ
れ
た
。
久
保

田
義
顕
教
授
に
よ
る
司
会
進

行
の
も
と
、
北
川
雄
光
常
任

理
事
に
よ
り
開
会
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
学
外

審
査
委
員
で
あ
る
高
橋
淑
子

京
都
大
学
教
授
に
よ
る
祝
杯

の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
両
受

賞
者
を
囲
ん
で
の
食
事
会

（
着
席
ス
タ
イ
ル
）
が
和
や

か
に
進
行
し
た
。
記
念
品
贈

呈
の
際
は
金
井
医
学
部
長
に

よ
る
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
挨

拶
が
あ
り
、
両
博
士
と
の
親

交
を
さ
ら
に
深
め
た
。

　

久
々
に
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
両
受
賞
者
を
会
場
に
お

迎
え
し
、
そ
の
温
か
い
人
と

な
り
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
対
面
で
会
う
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
る

式
典
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
び
「
精
神
疾
患
の

病
態
解
明
と
治
療
に
関
す
る

革
新
的
技
法
の
創
出
」
に
関

す
る
業
績
で
義
塾
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
医
学
部
を

代
表
し
て
、
こ
の
よ
う
な
栄

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
伊
藤
公

義
塾
賞
を
受
賞
し
て

三
村 

　
將（
63
回
）

平
塾
長
、
金
井
隆

典
医
学
部
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
の

方
々
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
脳
と
こ
こ
ろ
、
あ

る
い
は
精
神
医
学
と
神
経
科

学
の
橋
渡
し
を
す
る
研
究
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
う

つ
病
や
認
知
症
、
高
次
脳
機

能
障
害
の
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
革
新
的
で
先
進
的
な
治
療

技
法
を
考
案
し
よ
う
と
日
々

努
力
し
て
き
た
つ
も
り
で

す
。
私
の
精
神
・
神
経
疾
患

に
対
す
る
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ

は
一
言
で
言
う
と
「
損
な
わ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
保
た

れ
て
い
る
機
能
を
活
か
す
」

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
は
失
語
症
の
回
復

過
程
に
お
け
る
大
脳
右
半
球

の
役
割
の
検
討
や
、
健
忘
症

で
あ
っ
て
も
障
害
を
免
れ
る

記
憶
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

そ
の
保
た
れ
て
い
る
潜
在
記

憶
を
誤
り
な
し
学
習
と
し
て

記
憶
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
な

ど
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
未
来
に
起
こ
る
出

来
事
を
前
向
き
に
捉
え
る
こ

と
が
困
難
な
う
つ
病
患
者
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
バ
イ
ア
ス
を
認

知
行
動
療
法
で
改
善
し
、
そ

の
際
に
内
側
前
頭
前
野
（
ブ

ロ
ー
ド
マ
ン
10
野
）
の
働
き

が
改
善
す
る
こ
と
を
機
能
的

Ｍ
Ｒ
Ｉ
研
究
で
見
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
の
い
ま
の

関
心
領
域
は
精
神
疾
患
を
有

す
る
病
者
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
健
常
者
の
幸
福
度
の

増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
精
神

医
学
へ
と
拡
大
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
異
な
る
立
場
の
人
々
の

間
の
連
携
を
図
り
、
異
領
域

融
合
的
な
新
た
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
と
し
て
い
く
こ
と
に
注

力
し
て
き
ま
し
た
。
何
か
と

対
立
し
が
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
権
利
の
主
張
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
多
い

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
で
、
私

は
歩
み
寄
り
と
協
調
を
何
よ

り
も
大
切
に
感
じ
て
い
ま

す
。
精
神
科
診
療
に
お
い
て

は
、
他
科
の
医
師
や
看
護

師
、
臨
床
心
理
士
、
言
語
聴

覚
士
、
作
業
療
法
士
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
が
重
要
で

す
。
今
回
の
受
賞
も
、
も
と

よ
り
私
個
人
の
力
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
多
職
種
の
仲
間

の
お
か
げ
で
す
。
さ
ら
に
、

多
く
の
教
室
員
、
共
同
研
究

者
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
臨

床
研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

福澤賞・義塾賞の受賞者たち
　

日
本
の
財
政
悪
化
の
主
因

で
あ
る
社
会
保
障
費
の
増
加

は
、
高
齢
化
に
加
え
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
・
ワ
ク
チ
ン
の
輸
入

で
さ
ら
な
る
加
速
を
続
け
て

い
る
。
国
民
皆
保
険
制
度
の

上
に
成
り
立
つ
医
療
に
従
事

す
る
我
々
と
し
て
は
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
深
刻
な

課
題
で
あ
る
が
、
海
外
の
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
シ
ェ
ア

を
奪
わ
れ
る
新
薬
・
新
医
療

機
器
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。
医
薬
品
・
医
療
機
器
の

貿
易
赤
字
は
年
間
３
兆
円
を

突
破
し
て
お
り
、
次
世
代
の

経
済
成
長
を
担
う
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
企
業
の
創
出
が
大
学

の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
岸

田
政
権
も
本
年
を
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
元
年
と
位
置
づ
け
、

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
中
心
に

一
兆
円
を
超
え
る
こ
れ
ま
で

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
予

算
が
付
き
本
気
度
が
伺
え

る
。

　

慶
應
義
塾
で
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
を
設
置

し
、
信
濃
町
を
中
心
に
、
臨

床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
、
医

科
学
研
究
連
携
推
進
セ
ン
タ

ー
、
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー

大
賞
、
修
士
課
程
医
科
学
専

攻
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成

コ
ー
ス
、JST�SCORE

事
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｉ

ｄ
Ｐ
）、
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）「
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る

高
度
診
断
・
治
療
シ
ス
テ

ム
」、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ�

共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
『
誰
も
が
参
加
し
繋
が

る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
実
現
す
る
都
市
型
ヘ
ル

ス
コ
モ
ン
ズ
共
創
拠
点
』
な

ど
、
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
組
織
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
っ
て
い

る
。

　

こ
う
い
っ
た
義
塾
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
に
対

す
る
教
職
員
・
塾
生
の
認
知

度
や
起
業
意
識
調
査
を
目
的

と
し
て
過
去
二
回
医
学
部
で

は
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
度
こ
れ
を
全

塾
に
拡
大
し
た
起
業
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
が
主
体
と

な
り
実
施
さ
れ
る
（
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
、
実
施
期
間
は
12
月
16

日
～
１
月
11
日
を
予
定
）。

当
本
部
に
は
、
学
生
向
け
の

起
業
家
教
育
、
教
育
・
研
究

の
成
果
を
活
用
し
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
創
出
支
援
・
成

長
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
が

昨
年
新
設
さ
れ
て
い
る
。
二

月
号
で
は
過
去
の
医
学
部
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま

え
結
果
を
掲
載
予
定
の
た

め
、
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

�

（
堅
田
侑
作　

眼
89
回
）

起
業
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振

興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」

の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

�

医
学
部
長　

金
井　

隆
典

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
た
め
、
関
係
者
の
み
で
執
り

行
い
、
式
典
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
［
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
］
で
配
信
い
た
し
ま
す
。
以
下
よ
り

ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞�

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　
　
　

時　

２
０
２
３
年
1
月
5
日（
木
）11
時
か
ら
12
時
30
分

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｉ
Ｄ　

894 5002 3379

配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://keio-univ.zoom.us/j/89450023379

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す

各種保険をご案内しております。

株式会社慶應学術事業会

＊ＱＲコードからパンフレットご確認下さい。＊ＱＲコードからパンフレットご確認下さい。＊ＱＲコードからパンフレットご確認下さい。

４つの補償

「QR コードは (株 )デンソーウェーブの登録商標です」 引 受 保 険 会 社 ： 東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社       　 22-TC05760 　2022年 10月作成

( 塾内線 22486）
弊社は慶應義塾出資の子会社であり、 慶應義塾全体の施設管理や丸の内に於ける社会人講座（慶應丸の内ｼﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ）の他、 本団体
制度を始めとした慶應義塾全体の保険業務を担っております。
弊社は慶應義塾医学部三四会員の皆様が安心して医療活動に専念できるよう保険を通じて安心をお届けできればと考えております。

■医療補償 ＋
■がん補償
■傷害補償

■所得補償
日本国内で行う医療業務に起因
する患者の身体に障害が保険期
間中に発見された場合に法律上
の損害賠償責任を補償する保険

法令等で定められた産業医、健
康管理医、学校等の職務活動を
対象として補償する保険

   慶應義塾医学部三四会員専用の保険のご案内　

　

　

 慶 應 学 術 事 業 会団 体 総 合 生 活 保 険産 業 医 等 活 動 保 険勤務医師賠償責任保険

４つのオプション
■個人賠償
■弁護士費用
■携行品

弊社ホームページ
下記 QR コードよ
りお問い合わせ先
もしくはお電話に
てお気軽にお問
い合わせください。

■ホールインワン
年度より 割引


